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仕事を通じて自分の可能性に
挑戦しています。
琵琶湖の美しい風景が訪れる人を迎える「セトレ マリーナ

びわ湖」は、地域コミュニティーの形成にも取り組む新しい
スタイルのリゾートホテルとして業界で知られています。同
ホテルのウエディングプランナーとして活躍する斎藤甲太さんは、
一時は法曹界を目指していましたが、経営母体の株式会社ホロ
ニックの企業理念に大きな可能性を感じ、入社を決意しました。
「ホロニックの主軸はブライダル事業です。現場を経験する
ために、入社3年目にウエディングプランナーに任命されました。
ところが全てが未知の世界。思うように契約が取れず、最初の
1年間は戸惑っていました」と任命当初を振り返ります。　
当初の1年間は「私にしかできないことは？男性のウエディング

プランナーだからこそできることは？」と自問自答し、トライ＆エラー
を繰り返しました。その結果、斎藤さんが得た答えは「挙式は新婦が
中心になりがち。同じ男性として新郎の思いを引き出すようにしよう
と思いました。でも、最も大切なことはお客さまに『このプランナー
と大切な日を迎えたい』と思っていただくことだと分かりました」。
試行錯誤の末、自分の営業スタイルをつかんだころから契約数
が伸び始め、手応えとやりがいを感じるようになったそうです。
「在学中、何事にも積極的に取り組むことを心掛けていたことが、
仕事に生きていると感じます。学業も仕事も自分から発信するこ
とが基本。皆さんも、“自分発信”で大学時代を過ごしてください。
将来、必ず役に立ちます」と笑顔で語ってくれました。

手帳、カレンダー、パンフレットは、打ち合わせには欠かせません。半年先、
1年先の挙式の打ち合わせも多いので、カレンダーは2015年度版です。

ウエディングプランナー
ホテル業界／

今後の学びと社会に出るための「基礎能力」を身に付ける。

この基礎演習では大きなテーマを設定せず、福祉コースの学生たちが、社会人
としての基礎的な力を身に付けることを目的にしています。計5回ある授業のうち

1回は外部の方を招き、例えば「虐待の実体験とそれをどう乗り越えたか」のよう

な、福祉の場面で起こっている話などを聴き、それ以外の授業では課題をグループ
で作業することによって自己アピールや共同作業の能力アップを目指します。
評価は教授が行わず、学生が相互に採点し判定。手を抜くとはっきりと点が下がり、

グループでの作業のためグループ全体にも迷惑がかかる。毎回異なる課題の難易度
は高くないが、時間内に作品を作り上げ、最後の発表をどのようにするかを全て学生
の自主性に一任。そういう自由な環境の中、いかに集中力を高めて作業に没頭できる
のか。山縣教授は「あえていつもお茶やお菓子などを持ち込み、学生に話しかけたり
して、できるだけ邪魔をする」と言います。教授に対して「話しかけないでください！」
と文句を言う学生もいるそうですが、それも障がいを乗り越えてゴールにたどり着く
大切さを学んでもらう方法の一つ。「グループ作業を経験することで個人での作業を
好むのか、グループ作業が好きなのかが明確になり、卒業演習に向けて自分自身の
スタイルを見極める選択材料となります。それにグループ作業が苦手な人も、社会
に出て仕事をするとなると、相性の悪い人間とでもうまく距離を保って折り合いを
つけていかなくてはならず、そういうことを少しでもここで経験し、学んでもらえた
ら。頭で理解していても、実践ではなかなかできないことを、今のうちに身に付け、
社会で生かしてほしい」。それがこの授業一番の目的なのです。

人間健康学部 福祉と健康コース

「基礎演習」
山縣文治 教授

山縣先生の授業はグループ活動が多いので、自分だけの
価値観にとらわれず周りの意見を聞き、取り入れることが
楽しいし、たくさんのことを学べます。プレゼンテーション
などもあって、「働くための準備」という感じです。

米本明里さん（3年次生 取材時は2年次生）

聴くだけの授業とは違い、コミュニケーションが大切にな
る授業です。将来、海外ボランティアに参加することが夢
なので、難しくてもみんなで協力し合い、夢の実現のため
にコミュニケーション能力をアップしたいと思います。

井上洋平さん（3年次生 取材時は2年次生）

毎回異なる課題をグループで作業し完成させることで、自分自身を再確認し
実社会での人との関わり方などを学びます。

ある1日の
スケジュール

授業は楽しく参加できるように工
夫していますが、実際に自分で行
動しないと完成はしません。ネット
で調べてヒントを見つけても、完成
は自分自身で。そこから時間や自
分に与えられたルールを守り、グ
ループの分担作業でスケジュール
管理など、少しでも身に付けてもら
えたらと思います。

人間健康学部
山縣文治 教授
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